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佐賀っ子学力向上プラン

－学習状況調査の結果を踏まえて－

中学校社会科編



まえがき

子どもたちの学びの環境が大きく変化する現在，各学校では確かな学力の定

着と，子どもたち一人一人の豊かな人間性をはぐくむ教育の充実が求められて

います。

そのような中，佐賀県教育委員会では，基礎学力の定着度や学習意欲等を把

握し，指導方法の改善・充実を図るための有効な資料を得るため，平成１６年

度に小学校第６学年から中学校第３学年までの児童生徒を対象として，学習状

況調査を行いました。

その調査結果から，小学校は全国の平均通過率とほぼ同程度，中学校は全国

平均より高い傾向が見られました。また，前回（平成１４年度）調査の同一問

題における平均通過率と比較して，各教科とも同等もしくは５ポイント以上，

上回るという結果でした。

しかしながら，小中学校ともに，自分の考えを書いたり，資料を読み取った

りする問題の通過率が低いという傾向が見られ，考える力や表現する力がやや

不足しているなどの問題点も明らかになりました。変化の激しい今後の社会を

生き抜いていくために必要な｢自ら学び，自ら考える力 「問題解決能力」な」

どの基礎となる｢思考力・判断力」における課題が見えたとも言えます。

そこで，教育センターにおいても，これらの課題を解決し，本県児童生徒の

基礎学力向上に資するために，｢プロジェクト研究事業｣の一つとして，｢基礎

学力の向上研究委員会｣を立ち上げ，指導方法改善の研究に取り組んでまいり

ました。具体的には，小・中学校の国語科，社会科，算数・数学科，理科，英

語科の学習状況調査結果を分析，考察し，課題の見られる内容領域に絞って，

その具体的指導方法を探りました。委員として委嘱した小中学校の先生方と教

育センター所員で研究委員会を組織し，理論と実践の両面から研究してきたこ

とをまとめたものが，この「佐賀っ子学力向上プラン」です。

これらの研究の成果が，今後，各学校の授業実践の中で活用され，本県児童

生徒の学力向上に役立てられることを願ってやみません。

最後になりましたが，本研究を進めるに当たって，多くの学校や関係機関に

多大なご協力をいただきましたことに厚くお礼申し上げます。

平成１８年３月

佐賀県教育センター所長 宮﨑 正則
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平成１６年度学習状況調査の結果から

－資料を基に思考力や判断力を高める作業的・体験的な学習を－

中学校社会では，２学年合わせた合計61問中42問で，県全体の通過率が全国通過率を上回りました。

しかし，評価の観点の通過率を全国通過率，設定通過率と比較すると，第２学年の「社会的な思考・判

断」の観点がやや低くなっています。第２学年の観点別通過率は，図１のようになっています。

〈 考 察 〉

図１ 第２学年評価の観点別の通過率

社会科の改善の基本方針では，｢内容の重点化｣(1)を図り，｢網羅的で知識偏重の学習にならないよう

にするとともに，社会の変化に自ら対応する能力や態度を育成する観点｣(2)から，｢学び方や調べ方の学

習，作業的，体験的な学習や問題解決的な学習｣(3)などを一層重視することが示されました。このよう

な学習を一層進めることが，図１と考察から見えてくる課題の解決につながることでしょう。しかし，

調査や表現活動を取り入れた授業が普及していない現状があります。

資料を基に思考・判断し表現するタイプ 作業的・体験的学習は大切だが，授業で

の問題を苦手とする生徒が多い 取り組むのは大変だと感じる教師が多い

例えば，資料を基にして その理由として，

○ 学習課題を設定する問題 ○ 調査活動に時間がかかる

○ 推察したことを記述する問題 ○ 適切な資料を集めることができない

○ 疑問に思ったことを表現する問題 ○ 発表や討論の指導が難しい など

そこで

① 県全体の通過率が｢関心・意欲・態度｣で1.9ポイ

ント，｢思考・判断｣では3.6ポイント全国通過率を

下回っている。

② 「思考・判断｣の設問の中では，資料を基に推察

したことを短文で記述したり，学習課題を設定した

りする問題で，特に通過率が低い。

③ 「技能・表現」では県全体の通過率が全国通過率

を1.3ポイント上回っているが，資料を見て興味を

もったことや疑問に思ったことを学習課題として表

現する問題では，通過率が10ポイント下回ってい

る。

○ 内容・領域別に見ると，地理的分野では｢地域の

規模に応じた調査｣が，歴史的分野では｢歴史の流れ

と地域の歴史｣と｢近現代の日本と世界｣の県通過率

が，全国通過率を下回っている。

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

関意態 思考判断技能表現 知識理解

％

県全体
通過率

全国
通過率

設定
通過率

思考・判断の能力を高めるために，資料を活用して作業的・体験的学習に

取り組んだ実践事例を，地理・歴史・公民の各分野にわたって紹介します。
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各分野における指導方法の改善プラン

図２ 地理・歴史・公民の各分野における改善プラン

《指導方法改善のポイント》

１ 地理的分野〔身近な地域を調べよう〕

インターネットを活用することにより，調査活動時間の節減を図った学習効果の高い指導法を提案

します。

○ 新旧の地形図や航空写真を無料で入手して，自然地理の作業的・体験的学習をさせる。

○ 公的機関や企業のＨＰから最新のデータを入手して，人文地理の作業的・体験的学習をさせる。

○ 授業中には野外調査を行わなくても，学習課題の設定までは必ず行わせる。

２ 歴史的分野〔明治維新と自由民権運動〕

小学校６年生社会科の学習との関連を図り，人物に焦点を当てて調査や表現活動を行います。歴史

的分野において価値判断のある学習活動例を紹介します。

○ 資料集や学校図書館の本に加え，インターネットも活用して資料収集の時間を短縮する。

○ 似顔絵や吹き出しを使うなど，表現力を培う手立てを工夫する。

○ 価値判断に向けて，根拠を挙げて発表や討論をさせる。

３ 公民的分野〔多久市の住民として地方自治を考えよう〕

公民的資質の育成を図ることに直結する学習過程を紹介します。

○ 直接経験や地域の利点を生かして資料を収集させる。

○ 各グループのプランをプレゼンテーションさせ，表現の技能を高める。

○ 学級全体での検討と個人での意思決定を体験させることによって，思考・判断力を高める。

社会的な思考力・判断力

地理的分野

「地域の規模に応じた
調査」にコンピュータを
活用することによって，
適切な地図や統計資料を
短時間で収集して学習課
題を設定し，地理的な見
方や技能をはぐくむ。

歴史的分野

歴史上の人物にスポッ
トを当てて調査や表現活
動を行い，国会開設まで
の歴史的事象を多面的・
多角的に考察する。

公民的分野

学級から市政に提案し
ようというテーマをもっ
て調査や討論の活動を行
い，地方自治の発展に寄
与しようとする市民とし
ての自治意識の基礎を育
てる。

資料を活用した作業的・体験的学習
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《地理的分野編》

１ 地理的分野の基本構想

表１から，地理的分野

の県全体の通過率は，１

・２年生ともに全国通過

率を上回ることが分かり

ます。しかし，１年生の

「地域の規模に応じた調

査」の中の「地図の縮尺と活用法」についての設問の通過率は33.3％で，地理的分野の設問中最低で

した。また，２年生の「地域の規模に応じた調査」では，全国通過率を3.4ポイント下回っており，

５問中３問で通過率が35％を下回りました。両学年とも，通過率が低かった設問のほとんどが「社会

的な思考・判断」と「資料活用の技能・表現」の観点に関するものでした。

以上のことから，地理的分野においては，「地域の規模に応じた調査」の中でも特に「社会的な思

考・判断」の能力を高めることが重要であると言えます。

そのためには，「実際に地域的特色を追究する調査活動を通

して，自らの力で地域的特色をとらえる調べ方，学び方を身

に付けさせる」（
4）学習活動を展開する必要があります。

ところが，佐賀県中社研のアンケート調査によると，「身近

な地域」の授業でフィールドワークを実施しなかった学校数(図

３のウ)は，実施した学校数（図３のア）の５倍になりました。

「都道府県」と「世界の国々」の授業でも，教師が調査活動

を回避する傾向があるようです。なぜでしょうか。

地理的分野の指導では，

○時数の不足 ○調べ学習の際の資料の不足

○最新の資料不足 ○身近な地域などの教材不足

などで一番苦労しているという教師の声がありました。教師が授業中の調査活動を敬遠する理由とし

て，「授業時数に余裕がない」と感じ，「資料収集が大変だ」と思っていることが分かります。

そこで，地理的分野編では，「地域の規模に応じた調査」の最初の単元である「身近な地域の調査」

において，効率的に資料を収集し効果的に活用した実践事例を紹介します。

２ 授業改善の工夫

地理的分野で地域に関する情報を収集する場合，「地理的事象は位置や空間的な広がりの中で展開

していることから，地図に表現できるかどうかが地理情報を見分ける指標の一つになる」(5)ので，調

査対象地域の地図が必要になります。

ところが，生徒にとって身近な地域である校区やその周辺地域の地形図が，備品教材として学校に

ないことがあります。あったとしても，10年以上も前の地形図だとすれば，新旧の変化を比較する資

「地域の規模に応じた調査」で

地図と統計資料を効果的に活用し，「社会的な思考・判断」の能力を高める。

図３ 「身近な地域」の学習の進め方

ア 授業中フィールドワークを行った

イ 放課後や休日を利用して行った

ウ フィールドワークを行わなかった

エ 総合学習を利用して行った

オ その他

表１ 平成16年度佐賀県学習状況調査における地理的分野の通過率

学年 内 容 県全体通過率 全国通過率

１年
世界と日本の地域構成 58.8

57.8
57.4
56.0

地域の規模に応じた調査 56.8 54.7

２年
地域の規模に応じた調査 40.5

55.7
43.9
54.5

世界と比べて見た日本 65.9 61.2
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料としては役に立っても，現在の状況を調査する資料としては不適切です。そこで，役に立つのが,
地図や航空写真を無料で閲覧できるWebページです。教科書会社のＨＰには，市町村界がある県別の

白地図なども豊富にあり，市町村合併に対応した最新の行政区域を反映しています。

地図以外にも，官公庁や観光協会など公的な機関の他，企業や団体，学校のＨＰには様々な資料が

掲載されています。身近な地域の枠組みが急激に変化している中，最新のデータは，教材研究に大い

に役立ちます。生徒の調べ学習の際にも，事前にサイトを指定しておけば，ネットサーフィンで時間

を浪費することなく，目的に合った適切な資料を収集できるでしょう。

図４は，単元の導入で扱ったクイズ問題の参考に

しました。浜玉町の年間観光客数が253万人で，イ

カで有名な呼子町の116万人，有田陶器市で有名な

有田町の182万人を大きく上回り，唐津市の285万人

に迫る数字に，生徒は驚きや疑問をもって次の学習

に意欲的に進んでいくことになります。

図４は，帝国書院のＨＰから取得しました。階層

は，［トップ］→［先生のページ］→［都道府県調

べ］→［佐賀］→［観光・まつり・伝統工芸］です。

〔http://www.teikokushoin.co.jp/index.html〕

このように，インターネットを活用すれば，地理

の学習に欠かせない地図や写真，最新の統計資料な

どを効率よく収集できます。また，１つ１つバラバ

ラな資料を効果的に組み合わせることによって，思

考力や判断力の育成につながる授業が展開できるで

しょう。

３ 授業の実際

(1) 単元「身近な地域を調べよう」の構想

「身近な地域」の授業でフィールドワークを実施しなかった学校が多かった理由として，「時数

の不足」の他にも，見学の際の事故や天候の心配なども考えられます。また，見学・調査の時間を

費やした割に，課題の設定や追究活動が低調に終わるのではないかという教師の不安もあるでしょ

う。そのような教師の心配や不安を軽減できるのが，インターネットの活用です。

総合的な学習の時間の定着により，生徒は郷土についての関心や知識をもっていますし，登下校

や日々の生活の中で，身近な地域についての観察を行っていると言えます。これらの既得知識とイ

ンターネットによる情報収集を組み合わせることにより，効率的かつ効果的に課題設定ができるで

しょう。

本時の展開では，各学校で「身近な地域」の調査に取り組む際の参考となるよう，課題設定まで

の過程に焦点を当てて紹介します。

図４ 佐賀県内年間観光客数

インターネットを活用して地図・写真・図表・統計資料などを

効率よく収集し，授業で効果的に活用しましょう。
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表２ 「身近な地域を調べよう」の単元計画

学習テーマ
時

学 習 活 動
資料活用の技能表現や

数 社会的な思考・判断を高める手立て

新しい唐津市の特色 １ ８市町村が合併して平成17年１月に誕生 プレゼンテーションソフトを使って旧

と浜玉町の特色を探し した唐津市の特色を，景観写真や地形図， 市町村各地の写真等を提示し，共通点や

てみよう 統計資料などを用いて明らかにする。 特色のある点を見いださせる。

地形図の使い方をマ １ 新旧の地形図を比較したり，縮尺の異な ２点間の方位と距離の求め方について

スターしよう る地形図を比較したり，距離を計算したり は例題を示し，定着するまで練習問題を

して，地形図の使い方を身に付ける。 繰り返し行う。

唐津市浜玉町につい ２ 地形図と衛星写真を比較して見たり，統 地形図や統計資料とインターネットを

て調べる課題を探して 計資料や新聞記事データベースを利用した 組み合わせて，地理的事象を多面的・多

みよう(本時) りして，浜玉町について調べる課題を探す。角的に考察させる。

調査活動をしよう ２ 統計資料をはじめとする多様な資料を収 各自の課題に応じて多様な方法で調査

集し，課題に対する答えをより確かなもの 活動を行わせ，目的に応じた資料を収集

にする。 させる。

調査の結果をまとめ ２ 調査した結果を，その内容にふさわしい 調査結果を地図で表したり，適切なグ

て発表しよう 表現方法を用いてレポートにまとめる。グ ラフで示したりして，分かりやすく表現

ループでミニポスターセッションを開く。 させる。

(2) 本時の展開（３～４／８）

ア 本時の目標

(ｱ) 自分たちが住んでいる地域の調査方法について関心を高め，意欲的に追究することができる。

(イ) 地域的特色を明らかにすることにつながる地理的事象を見いだすことができる。

(ウ) 地形図や統計資料を効果的に使うことができる。

イ 展開

段階 学習活動・学習活動 指導上の留意点

１ 前時の復習をする。 ○ 解答をして誤答率が高かった記号

導 地図記号や方位についての10問テスト については，説明をする。

２ 学習課題をつかむ。

入

３ 地形図と衛星写真を比べて見て，地形の特色か ○ 海岸部，虹ノ松原，平野部，山間地，

ら気付いたことを出し合う。 分校がある地区などに分けて見せ，土

① 地形の特色をつかむ。 地利用の様子を大まかにつかませ

② 土地利用の様子や分布を見る。 る。

展

唐津市浜玉町について調べる課題を探して決定しよう！

浜玉町は海もあるし，高い山もあるね。

果樹園の記号は，等高線の300メートル以下に

たくさんあるね。

地形図の果樹園の記号とGoogleマップで見えるビニールハウスや
みかんの葉色を対照的に見させて，分布の特色をつかませる。
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③ 西九州自動車道の唐津道路が開通したら，国 ○ 理由付けができていない生徒には

道202号バイパスを通る自動車の数は変化する 福岡市を含む縮尺の地形図や路線図

か予想する。 を見て考えるよう助言をする。

【増える・減る・変わらない】

４ 統計資料や佐賀新聞記事データベースを利用し ○ 果樹生産額や通勤・通学先割合，

て，浜玉町の産業の特色や課題を探す。 観光客の推移などの資料を事前配布

しておく。

○ 通勤・通学者や観光客の移動，果

物の輸送方法に着目させる。

開

５ 自分が調べる課題を決定する。 ○ なぜ，その課題に決めたのか理由を

明示させる。

６ 調べる方法を考える。 ○ １つに絞らせずに，たくさん考え

ま させる。

と

め

なぜ観光客が多いのかな。夏休みの

海水浴や浜崎祇園祭の観光客かな。

なぜ西九州自動車道のＩＣが大江地区にで

きるのかな？

本

西九州自動車道の方が早く目的地に着くから

お年寄りの人に聞く家族にインタビュー

公民館で調べる

役場で聞く

同じ人口規模の牛津町と比べて，福

岡市への通勤通学者が多いなあ。

パンフレット

人や物の動きを支える道路と鉄道網を，Googleマップで縮尺や範囲を動かしながら確認させる。

なぜ浜玉町ではハウスみかんの生産額が高いのかな？

S 「コンビニがないから利用しないと思うな。」
S 「佐賀新聞の記事データベースには，通行料無料とあったから増えるよね。」
T 「縮尺を変えて福岡市も見えるようにして，衛星写真と路線図を切り替えて見てごらん。」
S 「唐津市南部から福岡に行く人，逆に福岡から伊万里の方へ行く人は，時間が短縮できるから利
用するよね。」

Ｔ「いつごろから生産額が増えていますか？」

Ｓ「昭和50年から。そのころ果樹園が増えたのかな。最近

新しい選果場ができたし，栽培が盛んになった理由は何

だろう。」

Ｔ「肥前町や玄海町では，海まで迫る棚田で米を栽培して

いたけど，浜玉町では平地でもハウスみかんを栽培して

いますね。栽培地域や出荷方法を調べてみたら。」

Ｔ「２万５千分の１の地形図で大江地区を通る国道や県道を見てごらん。その道が，どことつ

ながっているかをGoogleマップで縮尺を変えて見てごらん。

ＪＡで聞く
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(3) 学習過程が見えるワークシート

宿題にしていたクイズを，第１時のまとめの段階で解答しました。生徒が調査課題を設定する際，

クイズの問題と解答も参考にしていたことが分かります。

左下のワークシートを書いた生徒は

統計資料のデータを見て，みかん生産

が全国有数の佐賀県の中でも，浜玉町

の生産額が高いことに注目しています。

また，新旧の地図を見比べて，国道や

自動車専用道路の変遷にも注目してい

ます。

最終的に設定したのは「国道202号は

いつごろできたのか？」という課題で

した。その理由として，「昔と今の地図

を見比べてみると，昔(昭和44年)の地

図には載ってなかったので一番疑問に

思ったから」と書いています。

調査活動を進めていけば，旧202号の

バイパスとして建設されたこと，その

後に都市化も進んできたこと，西九州

自動車道路が建設される理由について

も関連付けていくことになるでしょう。

ポイント２

調査活動の段階でインターネット

を活用し，地形図やパンフレットな

どの資料と組み合わせて土地利用の

空間的特色に気付かせたり，時間的

変化を比較させたりする。

ポイント３

縮尺や範囲をすばやく変えられ

るインターネットの地図利用は，

他地域との結び付きを考えるとき

に効果が大きい。

ポイント１

教材研究の段階でインターネット

を活用し，授業に役立つデータを収

集する。そのデータを利用して予習

課題を作成し，授業への関心を高め

させておく。
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４ 評価問題作成の工夫と考察

(1) 一問一答ではなく，思考・判断したことを短文で記述させる

問．西九州自動車道が開通したら，インターチェンジに近い大江や横田上地区では，土地利用が

変化するでしょうか。あなたの予想を〔変化する・変化しない〕から１つ選び，そのように考

えた理由を書きなさい。

解答例 予想 変化する

理由
開通すると，利用客が多くなり，コンビニが必要になってくるので，変

化すると思う。

考 察 ○ 新旧の地形図やGoogleマップを使い，国道202号・202号バイパス・西九州自

動車道路の位置関係と沿線の土地利用の特色をつかむ作業をさせたことから，

道路が開通すれば，農地が多い地域の土地利用が変化すると判断したと推察さ

れます。実際に，開通に合わせて建築資材倉庫が建設されました。今後，道路

が延伸されて交通量が増えれば，コンビニエンスストアなどの小売店が立地す

る可能性はあります。このように，取り上げる題材は身近な事例であっても，

一般性や共通性がある地理的な考え方を短文で表現させることは大切です。

○ 平成17年３月実施の県立高校後期試験では，ある地域の新旧の地形図と耕地

面積・世帯数の変化を示すグラフを見て，地域がどのように変化をしたのか簡

潔に書かせる問題が出されました。１つよりは２つ，２つよりは３つの資料を

組み合わせて考察した結果を簡潔に書かせることは，多面的・多角的に思考・

判断し表現することの訓練になるので，繰り返し取り扱うようにしましょう。

(2) 作業的・体験的学習の過程を再現させる

問．あなただったら，浜玉町のみかん栽培以外のことで，どのような①テーマを設定して調

べ学習をしたいですか。②調べたい理由と③調べる方法(２つ以上)も考えて書きなさい。

解答例 ①テーマ 浜玉町では何の果物がどこで作られているのか。

②調べたい 浜玉町では，たくさんの果物が作られているから，何種類がどこで

理由 作られているかを調べたいから。

③調べる 地図を持って調べに行く。

方法 ＪＡや農家の人に話を聞きに行く。

考 察 ○ インタビューの内容を考えたり，課題を設定したりという学習過程を再現さ

せることは，思考・判断や表現をする順序や方法を再確認させることにつなが

ります。「もし，○○○の学習活動を行うとしたら……」というシミュレーシ

ョン的な出題の仕方でも，繰り返し行うことにより，同種の問題の無回答率は

低減できると考えられます。
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５ 地理的分野の授業改善のために

(1) インターネット利用のポイント

平成16年度佐賀県学習状況調査における地理的分野の課題は，内容「地域の規模に応じた調査」

の「社会的な思考・判断」と「資料活用の技能・表現」の力を高めることでした。これらの力をは

ぐくむためには，見学や調査，制作や発表などの作業的・体験的な学習活動を行うことが効果的で

す。

この見学や調査に費やす時間を節減しつつ，授業に役立つ資料を集める方法の一つがインターネ

ットの活用です。その活用のポイントを３つにまとめました。

(2) 無料で地図を閲覧できるWebサイト

ア 国土地理院を利用する

写真１は，縮尺が２万

５千分の１の航空写真で

す。同じ縮尺の図５の地

形図と並べると，唐津湾

や虹ノ松原の広がり，低

地と山地の分布が分かり

ます。

閲覧方法は，[トップ]

→[地図・空中写真地理

調査]→[空中写真閲覧]→[空中写真閲覧システムへ]→[索引図・唐津]です。

イ 日本地図センターを利用する

図５は，２万５千分の１の地形図に彩色がされているので，土地の高低が一目瞭然です。大型

カラープリンターで印刷すれば，教室に掲示して地形図の学習にも活用できます。[トップ]→[地

図を見る]→[彩色地形図]→[20万分の１地勢図 福岡]→[２万５千分の１彩色地形図 浜崎]

〔http://net.jmc.or.jp/saishiki/index.asp〕

ウ Googleマップを利用する

Googleマップは，検索サイトのGoogleが平成17年７月から始めたサービスです。マウスドラッ

グで地図をスクロールできるのが特徴です。しかも，ボタン１つで，地図から写真への切り替え

が可能です。写真は，地球規模の衛星写真から縮尺500分の1程度の航空写真まで見ることができ

ます。大都市であれば，ビルや駐機中のジェット機の機種まで判別できます。

Googleマップと連動したGoogleローカルでは，施設や店舗の情報を検索し，地図上に位置と住

所を表示することができます。

Google[トップmore]→[マップ]

〔http://maps.google.co.jp/〕

授業時数に余裕がない

資料収集が大変である

調査活動を短時間で行うことができる

教師も生徒も授業に役立つ資料を効率よく収集できる

① 調べる目的を絞らせる

② 思考や判断をする機会をつくる

③ 表現活動につなげる

情報源が明らかなサイトから資料を探

すことができるように，フォルダの中に

リンク集を入れておくことも大切です。

図５ 彩色地形図(浜玉町)写真１ 航空写真(唐津)
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(3) 授業に役立つ佐賀県のWebサイト

ア 佐賀県庁のホームページ

佐賀県庁のホームページは，身近な地域の調査はもちろん，必修となっている佐賀県の学習に

も大変役に立ちます。概要・統計のページには，人口の動向，農林水産業，商工業，環境などの

データが図表で公開されています。統計情報は，[トップ]→[県の概要・統計]です。

〔http://www.pref.saga.lg.jp/at-contents/gaiyou/index.html〕

イ 佐賀新聞社の記事データベース

佐賀新聞の記事データベース検索は，全国でも珍しく無料(読者)サービスとなっています。佐

賀県の出来事はもちろん，国内外のニュースも過去10年くらいにわたって検索できます。地理的

分野の他の内容や歴史的分野・公民的分野での教材・資料収集にも役立ちます。

〔 http://www.saga-s.co.jp/ 〕

(4) 他の内容・分野でも役に立つインターネットの活用

インターネットを活用すれば，現地調査が困難な「都道府県」と「世界の国々」の授業でも，効

率的に効果的な調査活動を行うことが可能になるでしょう。調査目的に合った最新の統計資料，地

図や写真，新聞記事などを，教師も生徒も短時間で収集できます。情報を収集する段階で必要な情

報を取捨選択し，活用する段階で情報を加工したり表現方法を工夫したりする学習活動は，思考力

・判断力・表現力を育成することに直結すると言えます。

地理的分野の「(1)世界と日本の地域構成」と「(3)世界と比べてみた日本」の内容でも，必要に

応じてインターネットを活用することは，生徒が「地理的な見方や考え方及び地図の読図や作図，

景観写真の読み取りなど地理的技能を身に付ける」(6)ために役立つでしょう。Webページには，文

字だけのページは少なく，図表や写真が豊富に含まれており，総合的に情報を読み解く作業を続け

ていけば，ＰＩＳＡ（ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査）型読解力の育成にもつながると言えます。

インターネットを活用して必要な情報を取捨選択する学習方法は，古今東西の歴史的事象を扱う

歴史的分野や，国内外の政治・経済・社会の変化が激しい公民的分野の授業においても，大きな効

果を発揮するでしょう。

(5) ＩＴを活用した学習活動を

コンピュータ室で調べ学習をするというのは，年間に何回も設定はできないでしょう。だからと

いって，コンピュータを活用しないのは，もったいないことです。近年，校内ＬＡＮの整備が急速

に進展しています。視聴覚室や教室にパソコンを持ち込み，プロジェクターやスマートボードを使

って，図表にした統計資料，写真や動画などを提示しましょう。

より新しく，分かりやすい客観的なデータを示して，

資料を活用したり，思考や判断をさせたりする学習活

動を，１単位時間の中で，５分でも10分でも行うよう

にしましょう。短時間でも作業的・体験的な学習を展

開し，資料活用の技能や表現，思考や判断の力を高め

ていきましょう。

(6) 社会科授業におけるコンピュータ活用実践事例の共有化を

短時間でもコンピュータを活用した授業に取り組んでみて，作業的・体験的学習がより効率的か

つ効果的にできるとともに，社会科の学習がよりよく変革できる可能性を実感しました。県や各地

区の社会科研究会等で，コンピュータを活用した授業の実践事例の共有化を進めて行くことが大切

です。

古いデータ→最新のデータ

文字データ→図表

写真→画像や音声
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《歴史的分野編》

１ 歴史的分野の基本構想

(1) 現状と課題

平成16年度の「学習状況調査報告書」によると，歴史的分野では各設問ごとに見ると，第１学年よ

りも第２学年で，全国通過率を下回る問題数が多くなっています。県全体通過率と全国通過率との差

が大きかった問題内容は，次のようになります。

○ 写真と年表を見て学習課題を設定する。

○ 明治時代の対外政策の流れを理解している。

○ 資料を分類し，そのまとまりに適切な表題を付ける。

全体的な傾向として，歴史的事象についての知識や理解はある程度定着しているものの，資料を読

み取って課題を設定したり，歴史的事象の因果関係を考えて文章で表現したりする力が十分であると

は言えないようです。

(2) 基本的な考え方

上記の課題を解決するためには，歴史的事象について資料を基に思考・判断したことを文章で表現

する学習活動を展開することが考えられます。そこで，次の２点を重視して実践を進めました。

ア 人物に焦点を当てた歴史学習を取り入れることで，小学校における歴史学習との共通性をもたせ

ています。このことは，生徒の思考を促進させることに有効であると考えます。

イ 政策や制度を評価する際の見方や考え方の定着に関しては，他者の意見の根拠に着目させるため

のワークシートを準備することと，印象に残った見方や考え方をファンレターの形式で，文章表現

させる手立てをとっています。

２ 授業改善の工夫

歴史上の人物の政策や行動について調べ学習を行い，その人物を支持する根拠を明確に示す形で発表

させる活動を設定しました。調べ学習と発表活動を通して，「社会的な思考・判断」と「資料活用の技

能・表現」の力を高めるとともに，表現しようとする意欲を引き出そうと考えました。

調べ学習と発表活動では，時間数を掛けずに適切な学習活動になるよう次のことに配慮しました。

歴史上の人物に焦点を当て

歴史的事象を多面的・多角的に考察し，表現する。

調べ学習の工夫

① 基本となる資料は教師が準備

② インターネットの活用

小・中学生用のWebページは用語

が分かりやすく，資料も適切なも

のが多く，大変参考になりました。

③ 発表を意識した資料の作成

発表活動の工夫

① 文字情報を見て発言

証拠カード，討論メモ，話型の

フォーマットなど

② カードを掲示

ラベルを示して発表や質疑応答

③ 吹き出しで表現
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３ 授業の実際

(1) 単元の構想

本単元では板垣，大隈，伊藤の３人に焦点を当て，それぞれの考えた国家像を対比させることで，

より生徒の興味・関心を高めていくことができると考えました。「立憲政治を進める上で，誰を一番

支持するか」という視点から３人についての調べ学習をグループ別に行い，それぞれ支持すると判断

した根拠を明確に示す形で発表させる活動を設定しました。

表３ 単元の指導計画(全８時間)

学習テーマ
時

学 習 活 動
資料活用の技能表現や

数 社会的な思考・判断を高める手立て

自由民権運動の発生 １ ３人の人物を中心に，自由民権運動から 人物に関する資料や年表を見せ，国会

から国会開設までの流 国会開設までの大まかな流れを理解する。 開設までの大まかな時代の流れを図で表

れを知ろう。 現させる。

自由民権運動の意義 １ 自由民権運動が起こった時代背景と大日 ビデオ教材「自由民権運動と立憲政治

や大日本帝国憲法の制 本帝国憲法の内容を理解する。 の始まり」を視聴させ，自由民権運動が

定について知ろう。 起こった背景を考察して文章でまとめさ

せる。

３人の中から調べる １ ３人のプロフィールを読んだり，明治維 ワークシートを利用して，３人の考え

人物をグループで話し 新の人物関係図を見たりして，自分の立場 方を整理し，比較・検討しやすいように

合って決めよう。 を決定する。 する。立場を決めた理由を書かせる。

グループごとに一番 ２ 資料集やインターネットを活用して多様 収集した資料の中から，討論会で利用

支持する人物について な資料を収集する。また，視点を明確にし できる資料を取捨選択する。出典を添え

調べよう。 て支持する人物の理由付けを補強する。 た証拠カードを作成させる。

中間アピールと相手 １ ５分間のアピールタイムを利用して，相 反論を考えることにより，多面的・多

への反論を考えよう。 手グループへの反論を考える材料を探す。 角的に考察させる。

中間アピールや質問 １ 調査した人物の考えについて，必ず根拠 全員に発表原稿を作成させる。発表資

を基に，発表資料をま を示してワークシートや発表資料にまとめ 料は，根拠となるデータの部分が見えや

とめよう。 る。 すいように，視覚的に工夫して作成させ

る。

３人の考えについて １ 人物の考えについて根拠を示して説明し 質問や反論を考えることにより，３人

討論し，最終的に誰を たり，反対意見を述べたりする。発表会を の考えを比較検討し，価値判断をさせ

支持するか考えよう。 踏まえて支持する人物を決定する。 る。

(2) 本時の展開

ア 本時の学習「立憲政治を進める上で，３人のうち，誰を一番支持するかをアピールしよう。」

イ 本時の目標（８／８時間）

(ア) 自分たちのグループが調べた人物の考えについて根拠を明確に示して筋道を立てながら説明

できる。【思考・判断】

(ｲ) 自分の一番支持する人をアピールしたり，手紙を書いたりすることで，自分なりの言葉で表現

する力を身に付けることができる。【技能・表現】
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ウ 展開

段階 学習内容・学習活動 支援・指導上の留意点

１ 本時の学習内容とめあての確認 ○ 本時の学習に向けて，意欲を高

導 めさせる。

立憲政治を進める上で，３人の人物のう

入 ち，誰を一番支持するかをアピールしよう

２ 各グループからの発表 ○ フローシートに発表内容のラベ

それぞれの人物の考えについて発表する。 ルと要約メモを書かせ，発言の流

それぞれのグループに対する質問を考えなが れや主張の違いが明確になるよう

ら，発表を聞く。 にさせる。

① 板垣退助グループ

② 大隈重信グループ

③ 伊藤博文グループ

展

３ 他のグループへの質問事項の話合い ○ 中間アピールを基に準備してお

いた反対意見を補強させる｡

４ グループの間での質疑応答（討論） ○ 生徒の意見を要約して，板書す

他のグループに対して質問し，質問されこ る。

とに応答する。

開

５ 最終アピールについての話合い ○ せりふカードに似顔絵をかか

自分たちの調べた人物のせりふという形で せ，吹き出しの中に言葉を書かせ

まとめる。 る。

民選議院を開くことよりも，天皇中心で富

国強兵の方を優先すべきだとは思いません

か。

板垣は，国民主権・自由主義の自由党

をつくりました。政府に税を納める者

は，政府に対して意見を言う権利をもっ

ていると主張しました。このことは，資

料集118ページの民撰議院設立建白書に
書いてありました。

国民の意見を無視して憲法草案を作るのは，薩摩や長

州藩出身者など一部の人による政治です。それよりも，

国民みんなが協力して日本を豊かにすべきです。
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○ よい表現は評価する。

展

開

６ 自分たちの調べた人物の考えについて，よ ○ 他の人物の考えと比較させて結

い点を最終アピール 論を言わせる。

Ａは…，Ｂ…は…，Ｃは…で

あり，比べると…なので…が優

れている。

７ ３人の人物の考え方についての評価 ○ 生徒個々の判断で手を挙げさせ

ま 最終的に誰を支持するか，挙手によって示 る。

す。（意思決定をする。） ○ 特に立場の変わった生徒に，判

と 断した根拠を言わせる。

め ８ 課題を聞く ○ 手紙を書かせることで，一人一

手紙を書く。（家庭学習の課題） 人自分なりの言葉で表現させる。

調査や制作，討論という作業的・体験的学習を通して思考・判断し

た学習過程を整理し，手紙の形をとって文章で表現させる。

価値の比較をさせることにより，多面

的・多角的に思考・判断させる。

伊藤博文 板垣退助 大隈重信
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(3) ファンレターの評価基準

伊藤・板垣・大隈の中で最終的に選んだ人物へファンレターを書かせました。ファンレターは，表

４の基準に基づいて，Ａ○・Ａ・Ｂ・Ｃの４段階で評価をしました。

表４ 歴史上の人物へのファンレターの評価基準と各段階の割合

段階 評価の基準 割合(人数)

Ａ○ ・ 立憲政治を進める上で支持する人物が果たした事実内容を詳しく書いている。 17％(４名)

・ 理由を付けて自分の意見が述べられている。

・ 他の２人と比較して書くことができている。

・ 自分で調べたことが書かれている。

・ 授業で討論したことについて書かれている。 (４つあればＡ
○
)

Ａ ・ 立憲政治を進める上で支持する人物が果たした事実内容を詳しく書いている。 54％(13名)

・ 理由を付けて，自分の意見が述べられている。

・ 他の人物のことも書いている。

・ 授業で討論したことについて書かれている。 (３つあればＡ)

Ｂ ・ 立憲政治を進める上で支持する人物が果たした事実内容を書いている。 25％(６名)

・ 自分の意見が述べてあるが，理由付けが不足している。

Ｃ ・ 立憲政治を進める上で支持する人物が果たした事実内容を部分的にしか書いてい ４％(１名)

ない。

(4) ファンレターの内容

ア Ａ○ の例

この手紙を書いた生徒

は，最初は大隈重信を支

持していました。討論が

進むうちに，板垣退助を

支持したいと思うように

なったと書いています。

その理由として，大隈

の主張した立憲君主制よ

りも，｢すべての国民で

力をあわせ，国を安定さ

せて行き，富国強兵を進

めていくという考えがす

ごくいい」と評価してい

ます。

同じく板垣退助を支持

した他の生徒は，次のよ

うに書いていました。
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あなたは，自分の利益ばかりを考えている薩摩や長州の出身者と違って国民のことをよく考え

ている。(中略)私は，あなたの活躍の中でも，民撰議院設立の建白書を出したことが，当時の日

本にとって，大きな影響をおよぼしたと思います。その建白書がなかったら，自由民権運動が起

きなかったかもしれません。また，その建白書がなかったら，憲法はつくられず，国会を開かれ

なかったのかもしれないのです。だから，あなたが民撰議院設立の建白書を出して日本の国は大

きく進歩させたのでしょう。

イ Ａの例

伊藤博文さんは，初代内閣総理大臣などいろんなことをして，

よく活躍していました。国会開設に備えて内閣制度のような様々

な制度を作ったり，憲法をつくる中心人物だったと思います。富

国強兵や天皇中心の国づくりを進めるべきだと思ったに違いあり

ません。

そのようなことをして，伊藤博文さんはやっぱりすごい人だな

あと思います。だから僕たちは伊藤さんを支持しました。

僕たちの討論では，伊藤さんと板垣さんが引き分けとなってし

まいました。でも，やっぱり伊藤さんの言うことが正しいと思っ

ています。

ウ Ｂの例

板垣退助さんへ

あなたの行動は，とても素晴らしかったと思います。国民の意見を取り入れ，自由民権運動の

中心人物になり，また，国会が必要なことを訴えた建白書を政府に提出し国会開設を実現させま

した。私が一番感心したのは，板垣退助遭難事件です。演説中に男におそわれ負傷したにもかか

わらず，名言を残しました。私は，板垣退助らの活躍で今の国会があるのだなと思います。

国民の意見を取り入れず天皇中心の政治をしているとしたら(板垣らの活躍がなければ)今も戦

争などで，争っていたかもしれません。国民の考えを大切にし，それを政治に反映させようとし

たあなたはすごいと思います。

エ Ｃの例

板垣さんへ

民撰議員設立の建白書を明治政府に出したことが分かりました。あと国民主権・自由主義の自

由党をつくったことが分かった。
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４ 評価問題と解答例，分析

(1) 問題作成の工夫

２学期末テストで，課題学習と関連付けた問題を作成・出題しました。次の問題では，板垣，大隈，

伊藤を順位付けすることにより，主に調査した人物だけではなく，他の２人の政策や業績も含めて比

較して判断をさせ，短文で記述させたところに特徴があります。

問．立憲政治を進めていく中で，日本の近代化に貢献した「板垣退助，大隈重信，伊藤博文」

３名の人物のうち，あなたは誰を一番に支持しますか。３名の人物をランクづけ(１～３位）

しなさい。ただし，ランク付けした理由も必ず書くこと。

（ 位）板垣退助 （ 位）大隈重信 （ 位）伊藤博文

そう判断した理由 そう判断した理由 そう判断した理由

(2) 解答例

１位の支持率 そう判断した理由

板垣退助（54％) ・ 自由を唱えた。国民全員のことを考えていたから。

・ 国民の人たちのことをよく考えて発言・行動をしたから。

・ 国民の意見を取り入れた政治にしようとしていたから。

・ 国民の権利を１番に考えていたから。しかも国民はみんな平

等にしているところが他の人とは違うから。

大隈重信（４％) ・ 国民のことを考えていて，立憲改進党を結成したりと様々な

活躍をしていたから。

伊藤博文（42％) ・ 大日本帝国憲法をつくるなど，国民のことを考えていたら。

・ 初代内閣総理大臣でもあり，日本のために天皇が中心となっ

て行っていく政治を作った人物だから。

・ 立憲政治は憲法に基づいて進められる政治で伊藤さんはその

憲法を作ったから。

（１位）板垣退助 （２位）大隈重信 （３位）伊藤博文

そう判断した理由 そう判断した理由 そう判断した理由

国民の権利を一番に考えて 国民のことを少し考えていた 国の中心のことしか考えてい

いたから。しかも，国民はみ から。国民といっても，資本家 ないから。自分たちだけで国を

んな平等にしているところが など金持ちのことなどしか考え 無理やりまとめられるわけがな

他の人とは違うから。 ていなかった。立憲改進党も君 いのに，天皇をはじめとする偉

主制で，天皇中心と考えていた い人たちだけで政治を動かそう

から。 としていたから。

(3) 分析

ランク付けした判断理由を，３名の人物を比較しながら述べた解答がありました。これは，今回の

授業の取組が表れたものであると推察できます。ただし，その人物の政策のみを記述しただけでラン

ク付けしたものもありました。
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５ 考察

(1) 人物に焦点を当てた歴史学習の工夫

小学校の社会科では，人物中心の歴史学習を行います。それに対して，中学校では，歴史の流れを

重視した学習を展開します。人物が歴史的事象に果たした役割や生き様は，あまり扱われることはあ

りません。今回の実践では，小学校の歴史学習との関連を図りつつ，中学校社会科の目標や内容に沿

った歴史学習を展開しました。

中学校の歴史学習

○ 歴史の流れの理解

○ 多面的・多角的に考察

◎ 日本の近代化に貢献した複数の人

物を取り上げ，多様な資料を基に多

面的・多角的に考察させる。

(2) 生徒の変容

ア 討論学習の前後で

討論学習に向けて，生徒全員が人物を支持する理由を考え，発表原稿や反対意見を述べる原稿を

準備しました。これらの作業により，適切な資料を基に根拠を挙げて主張をするという意識が高ま

りました。

また，生徒が支持した人物にファンレターを書くという作業をすることで，自分なりの言葉で表

現しようとする意欲が高まったようです。ある生徒は，ファンレターの中に「また，このような討

論ができるといいです」と書いていました。みんなでいろいろな考えを出し合い，友達の意見を聞

いて自分の考えをまとめ，自分なりの言葉で表現するという活動に関心をもち，次の学習への意欲

を高めることができたようです。

イ 学習状況調査で

平成17年12月に実施した学習状況調査の歴史的分野では，「大名の考え方に反対する立場の意見

を記述する」設問がありましたが，本校の通過率(準正答を含む)は58％で，県通過率を5.5ポイン

ト上回りました。また，複数の資料を活用して比較したり推察したりしたことを短文で表現する設

問や，資料を見て学習課題を設定する設問などに対応できる力が身に付いてきたと推察できます。

これは，授業の中でも複数の立場をとらせ，考察させるような授業改善を行った成果であると考え

ます。

小学校6年生の歴史学習

歴史上の人物を取り上げて

その人物が果たした役割や業

績を中心に学習する。

歴史的分野の学習に興味・関心を高めながら，明治時代初期の歴史の流れを

整理し，思考や判断した結果を自分なりの言葉で表現できた。
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《公民的分野編》

１ 公民的分野の基本構想

(1) 現状と課題

学習指導要領では「国際社会に主体的に生きる日本人としての資質や能力を広い視野に立った社

会認識を通して育成する」(7)ために「学び方を学ぶ学習の充実を図り，自ら学び，自ら考える力を

育成」(8)することが重要である，と示しています。公民的分野においては，「政治や経済の見方や

考え方の基礎と公正に判断する能力と態度を一層養うことができるようにする」(9)ことが具体的な

改善事項となっています。

しかし，政治や経済の内容を扱う公民的分野の指導においては，講義形式での授業に偏ることが

多く，社会科を「暗記教科」と言わしめる一因となってはいなかったでしょうか。また，評価問題

についても，定期テスト等では知識・理解を問う問題が多くを占め，生徒に「覚えておかなければ

点数が取れない」という意識を自然と植え付けることになってはいなかったでしょうか。

佐賀県学習状況調査では，第３学年が対象学年となっていないため，公民的分野の分析はありま

せんが，表５を見ると，地理的分野・歴史的分野と同様の課題が浮かび上がってきます。

表５ 平成16年佐賀県立高校後期入試問題の内容と得点率

問題番号 問 題 得点率(％) 観点

５－３ ２つの資料を基に最高裁判所が憲法の番人と言われる理由を説 32 1・2・3

明する。

５－４ 資料から選挙の問題点を発見し，解決のためのプランを考えて 58 2・3

説明する。

６－１ ３つの資料を参考にインターネット社会の現状を説明する。 61 1・2・3

６－４ 労働三権の組合せとして正しいものを選択する。 79 1

６－５ 資料を参考に少年犯罪の現状を正しく説明した文を選択する。 76 2・3

◎問題分類の観点 １ 社会的事象についての知識・理解

２ 社会的事象についての，系統的，総合的な思考力や判断力

３ 地図や図・表・写真などの資料から，多面的・多角的に読み取る能力や表現力

問題番号６－４，６－５のように，正しいものを選択するタイプの設問では，８割近い得点率に

達しています。それに対して，得点率が低い設問は，複数の資料を基に理由を考えたり，問題解決

策を考えたりしたことを簡潔に説明する内容でした。このような学習過程を，できるだけ授業に位

置付け，指導と一体となった評価問題を作成・実施する必要があると言えます。

(2) 基本的な考え方

平成16年度の「学習状況に関する実態調査資料」(
10)には，公民的分野の指導方法改善の方向とし

て，次のような記述があります。

○ 最新の情報を有効に活用し，具体的な事例を通して学習できるよう工夫したい。

○ 社会的な問題に対して自分なりの価値判断ができるように，レポート作成や討論等を通して，

生徒の思考・判断力を高め，社会の問題に対して興味・関心を高めるように工夫することが重

要である。

○ 今日的な課題に対して生徒自らが積極的にかかわり，課題を自分のこととしてとらえ，問題

の原因や影響を考え，問題解決を図るような態度や能力を育成するように学習過程の構成を工

夫することが重要である。
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このような学習を，授業時数が少ない公民的分野で進めるために，ワークシートを工夫しました。

２ 授業改善の工夫

公民分野においては，教科書で学習した内容が今まさに政財界で問題となっており，教材となる話

題に事欠くことはありません。そのため新聞記事やテレビのニュース番組などを活用し，その中から

教師が問題を提起したり，生徒自身に問題を発見させたりして改善策を考えさせるといった学習の展

開が可能です。特に，「現代社会と私たちの生活」や「地方自治」の学習においては，課題を設定し

た学習や作業的・体験的学習が仕組みやすいでしょう。単元レベルはもちろん，１単位時間の中でも

問題を提起して考えさせる場面を設定してみましょう。

３ 授業の実際

(1) 単元の計画と評価

表６ 単元の計画と評価

学習テーマ
時

学 習 活 動
資料活用の技能表現や

数 社会的な思考・判断を高める手立て

地方自治と民主 １ 地方自治は住民自身が地域の問題を解 いろいろな資料から，多久市の現状について

政治 決する仕組みになっていることを理解し，調べさせたり，改善策を考えさせたりする。

多久市の問題点や改善策を考える。

地方公共団体の １ 佐賀県や多久市の仕事内容と仕組みを 都道府県と市町村の仕事や仕組みの特色につ

仕事と仕組み 調べる。 いて，図にして表現させる。

地方財政の現状 １ 地方財政の課題を見出し，住民として 市報４月号「平成17年度予算」と他の自治体

と課題 財源を確保するための方策を考える。 や全国平均の予算資料を活用し，比較をさせな

がら多久市の財政の特徴や課題を見いださせる。

地方公共団体の １ 市町村合併を通して地方公共団体と国 新聞記事「文教の里再生へ～多久市の課題

これから との関係を考える。開かれたまちの在り 〈上〉〈中〉〈下〉」を活用し，多久市の財政と関

方を多久市にあてはめて考える。 連させながら，多久市のよりよい将来のために

何に取り組むべきか考えさせる。

地方自治と私た １直接請求権の意味や役割について理解す 資料集や新聞記事の資料を基に，具体的事例

ち る。 について考えさせる。

くらしやすいま ３ 多久市政について，多面的・多角的に 提言するために必要な資料を収集・選択させ

ちを目指して 課題を見出し，よりよい方策を提言する。 る。提言に至る思考の流れが分かるようにワー

（本時） クシートに沿って考えさせる。提案は客観的な

データを根拠とするよう促す。

(2) ワークシートと発表資料

ワークシートは，１単位時間の学習の見通しができ，授業後に学習の過程を振り返ることができ

るように作成しました。ワークシートを毎時間活用することにより，調べ方や発表の仕方，データ

に基づいた質問や応答の仕方，客観的な資料に基づく思考や判断の仕方などを身に付けさせること

に効果がありました。

１単位時間の学習過程が見えるワークシートで

作業的・体験的学習を効果的に展開する。
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まず，客観的なデー

タを図や表にしたもの

をワークシートに書か

せ，それを基に掲示用

資料を作成させました。

資料活用の技能を高め

ると共に，言葉だけで

表現するよりも，他の

グループの生徒に分か

りやすく伝えることが

できました。

図６ 発表用掲示資料の下書き

６／８時に使用。客観的なデータに基

づいて思考・判断し，短文で表現する学

習過程が見えるワークシート。個人用。

７／８時に使用。討論で客観的なデータ

を示しながら，分かりやすく表現するため

の発表用ワークシート。グループ用。

「多久駅周辺の空

き店舗を利用して，

活性化を図るべき」

という主張の根拠と

なった資料
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(3) 本時の展開

ア 本時の目標

よりよい多久市のまちづくりのために，根拠に基づいた最優先課題を考えることができる。

イ 展開（８／８）

段階 学習内容・活動 指導・支援上の留意点

１ 新聞記事に関する発表をし，傾聴する。 ○ 発表者は前もって指名し，準備さ

導 せておく。

２ 本時の学習目標・内容を確認する。

入 よりよい多久市のまちづくりのために市長に提案しよう

３ よりよい多久市のまちづくりのために学級から ○ 提案する班は，個人の案が類似し

市長へ提案する内容を考える。 ていた者同士で構成させる。

(1) 各班で考えた内容を発表する。

① まち・くらし ○ 単なる思いつきの意見・要望に陥

◆ 多久駅周辺の緑化を進めるべき。 らないよう，客観的な資料や体験的

◆ 歴史教室や多久の歴史についてイベント な事実，インタビューなどの調査活

を積極的に行うべき。 動に基づいた意見・要望となるよう

展 ◆ 店や住宅地を増やして，人口増を図るべ に注意を促す。

き。

② 福祉・健康

◆ 在宅の人にも介護保険から住居や食費を

少しでも給付して，施設のバランスを図る

べき。

開 ③ 教育・スポーツ・文化

◆ 陸上競技場に照明または外灯を設置する

べき。

④ 経済・産業・雇用

◆ 多久駅周辺に大型ショッピングンターを

つくるべき。

ワークシートを活用して，客観的な資料や体験的な活動によって得られたデータを基

に，論理的に説明する。

例えば，数字だけの表をグラフや

図式化した資料を引用しながら説明

をする。
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◆ 多久駅周辺の空き店舗を利用して，活性 ○ 発表者の意見の内容を簡単に記録

化をはかるべき。 させる。

◆ 東部・西部地区にも商業スペースをつく

るべき。

展

(2) 発表内容に対する質問や意見を発表する。 ○ 事前に各班の発表内容の概略を皆

に知らせておき，考える余裕を与え

て意見を出しやすくする。

開

(3) 発表された意見・要望の中から最優先すべき

内容を選ぶ。

○ 生徒全員に挙手させる。

○ 数名に根拠を発表させる。

ま ４ 本時の自己評価を行う。 ○ 自己評価票に記入させる。

と

め ５ 次時の学習内容を知る。 ○ 憲法について学習することを伝え

る。

個人で意志決定をする過程を通し

て思考と判断を迫る。

プレゼンテーションでの質問や反ばくの意見

を参考にして，多久市の現状を踏まえて選ぶよ

うに説明する。
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(4) 授業後の生徒の感想

○ 提言を考えるのはとても難しくて，資料などを見ても，して欲しいこと（提言）を的確に書く

のは難しかったです。しかも，みんなで考えていたら必ずお金という問題に突き当たり，考え方

が少しむちゃなことになってしまいました。しかし，いろいろ考えたことをみんなで出し合って

話し合うのは，楽しかったです。

○ 直接民主制って，私たちが提言でき，そしてその意見をキチンと聞いてくれる大切な制度なん

だなぁと思いました。今は選挙権がないから，あんまり関係することはできないんだろうって思

ってたけど，こうやって意見を言えたりできるんだぁって思いました。これからは選挙とか，合

併とかにも注目して市報や県報（県民だより）を読んでみたいなぁと思いました。すごく身近だ

から。

○ この勉強をして「多久の住民なんだ！！」という気持ちがとても強くなったと思います。前ま

ではまったく多久の財政のことや多久の取組なんて興味がありませんでした。でも多久を発展さ

せていくには，どうすればよいか。と考えているうちに，多久をいい町にするには，私たち多久

の住民の協力が大切なんだ，ということが分かりました。自分ができることを協力していきたい

と思いました。

４ 評価問題と解答例，分析

評価問題は，観点別に作成しました。思考・判断や技能・表現の観点については，できるだけ複数

の資料を基に，読み取ったり，相関関係を考えさせたり，根拠やアイディアを導いたりするような問

題を作成するよう意識しました。

(1) 複数の資料を基に思考・判断したことを表現する問題例

次の資料を見て，以下の各問いに答えなさい。【思考・判断】

〈衆議院議員選挙の投票率の移り変わり〉 〈1997年 佐賀新聞記事を参考に改作〉

多久市長○○氏，

2，100票差で□□氏破る

（注）時事問題の都合上，市長の氏名等を伏せてあります。

任
期
満
了
に
伴
う
多
久
市
長
選
挙
は
即
日
開
票
さ
れ
，

新
人
の
○
○
△
△
氏
（
無
所
属
）
が
自
民
県
連
推
薦
の

□
□
◇
◇
氏
（
無
・
新
）
に
，
２
，
０
０
０
票
以
上
の

大
差
を
つ
け
て
圧
勝
，
初
当
選
を
果
た
し
た
。

当
日
有
権
者
数
は
１
８
，
７
５
６
人
（
男
８
，
５
９

９
人
・
女
１
０
，
１
５
７
人
）
。
投
票
率
は
前
回
の
７
０
．

１
４
％
を
１
０
・
４
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
８
０
・
５
８

％
だ
っ
た
。
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(1) 上の２つの資料を使って，課題を設定し，調べて，解決する学習をしていきます。両方

の資料を活用して，設定する課題（テーマ）として最もふさわしいものを１つ選んで，記

号で答えなさい。

ア 「衆議院議員選挙はいつから始まったのだろう」～衆議院議員選挙の歴史について～

イ 「歴代の多久市長を調べよう」～多久市長の歩みについて～

ウ 「参議院議員と衆議院議員の選挙制度の違いを調べよう」

エ 「衆議院議員選挙に比べて多久市長選挙の投票率が高いのはなぜだろう」

オ 「選挙管理委員会の仕事について調べよう」

正解はエです。２つの資料から思考や判断をして，選択して答えたり，適切な課題を設定した

りする問題は，学習状況調査や佐賀県立高校入試問題でも出題されたことがあります。授業でも，

評価問題でも繰り返し取り組んでいけば，図表や文字資料を見るポイントがと適切に表現する力

が高まるでしょう。

上のように選択肢から選ばせる方法の他にも，２つの資料から「あなただったら，どのような

課題を設定しますか」という設問も考えられるでしょう。また，「衆議院議員選挙の投票率は低

下傾向にあるのに，多久市長選挙の投票率が投票率が高かったのはなぜでしょうか。あなたの考

えを書きなさい」という設問も考えられるでしょう。

このように，複数の資料を基に１つの課題を設定したり，複数の資料から見えてくる課題に対

して自分の考えを記述したりする学習活動は，日々の授業でも評価問題でも繰り返し行うことが

大切です。

(2) 資料を基に課題解決策や政策を考えて表現させる問題例

下の文は，Ａ町の観光産業についての説明です。この町の現状を理解した上で，条例を制

定します。あなたが議会で提案できるとしたら，どのような条例を提案しますか。「この町は

○○○なので，△△△という条例をつくることを提案します」という形で答えなさい。

【 Ａ町の観光産業に関する現状について 】

この町は観光開発を進めてきており，これまで温泉，登山，ハイキング，史跡巡りなど

地元の自然を生かした観光の宣伝活動を熱心に行ってきた。町役場の観光課は，人や社会

が自然環境をどう大切にしていくかが一番重要な問題だと考えており，「観光開発は自然

を破壊するものであってはならない」という考えをもっている。また，大多数の住民もこ

の考えに賛成しており，自然を大切にした快適な居住地域と観光産業による地域の活性化

に大きな期待を寄せている。観光課では，大企業を中心とした開発が，地域の自然・生活

環境を配慮しないで日本各地で行われている現状を大変心配している。特に，ゴルフ場に

ついては農薬問題があるのでこの町に造るべきではないと考えている。
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〔模範解答〕

(この町は)自然環境を生かした観光産業に取り組んでいる・自然を壊さない観光開発を進

めている(ので)資源ゴミの活用をする・ゴミの分別をする（という条例をつくることを提案

します）。

〔解答例〕

・ 自然を破壊する行動を取った場合罰金をとる。

・ ゴミ拾いなどの自然環境を大切にする。

・ 地域の自然生活環境を配慮し，観光開発は住民の意見を尊重して決めなければいけない。

・ 自然環境を破壊してしまうような大きな建物をつくるときは住民投票をしなければならな

い。

・ 開発するときは必ず住民投票を行い，その際にどんなことをするかを詳しく知らせる。

この問題は，佐賀県立高校前期試験の学力検査問題でも出題されてきたタイプのものです。前期

試験では，出題趣旨に「単なる知識の量を試すのではなく，社会的事象について諸資料に基づき多

面的・多角的に考察し，判断する能力を試すことができるように配慮した」と書いてあります。公

民的資質の育成につながる評価問題を工夫して作成しましょう。

５ 考察

本単元の指導に当たっては，知識として「記憶すること」，統計などの資料を「活用し読み取る

こと」，作業や体験的な活動を通して「考えること」など，身に付けさせたいことや評価したいこ

とを明確に生徒に伝え，目標をはっきりと意識させながら学習を進めさせました。また，単元テス

トを行い，知識・理解面の定着を図るようにしました。

さらに，社会科学習に対する意識を高め，理解力の格差を少でも縮めるために，場面に応じてグ

ループ学習を仕組むことも実践しました。グループ学習を組むことで学習意識を引き上げることが

できます。その際，単元の特性を生かし，積極的に市報や新聞記事，多久市のホームページを活用

して，資料から相関関係などを読み取らせるように指導しました。「市長への提言をしよう」とい

う最終目標に向けて，資料(データ)を根拠に自分の考えを書いたり，述べたりする学習活動を通し

て，自分なりの考えをもち，グループ内で相互に意見を出し合うことで，多角的な見方・考え方が

高まりつつあると考えます。

グループ学習での作業的・体験的学習で関心や意欲を高める！

グループ内及びグループ相互で意見を出し合うことで，

多面的な見方・考え方が高まる！
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佐賀県中学生の社会科の学力向上のために（成果と課題）

１ 作業的・体験的学への取組

学習内容の精選を図ったり，ＩＴを活用したりすることにより，授業時間数を大きく増やすことな

く作業的・体験的学習に取り組ませることができました。また，１単位時間のうち，10分程度の短

時間でも思考・判断や表現をする必要のある学習過程を組み込めば，思考力や判断力を高める上で

一層効果的であることが分かりました。シミュレーション的に行えば，短時間でも内容のある学習

が展開できます 「なすことによって学ぶ」ことは「学び方を学ぶ」ことにも，基礎学力の定着に。

もつながります。

課題としては，作業的・体験的学習を進める際，年間指導計画の見直しが必要な場合もあるとい

うことが挙げられます。例えば，地理的分野の実践例では，夏季休業前に「身近な地域」の課題設

定までを行い，調査や製作活動を休業中の課題とすることも検討してみる価値があるでしょう。

２ 小学校とのつながりを意識した授業展開

歴史的分野での実践では，小学校の社会科との関連を図りました。人物にスポットを当て，吹き出

しを使って表現させるという方法は，中学生にも大変有効でした。歴史上の人物についての調べ学習

で利用する本やWebページの資料は，大人一般用よりも小・中学生用のものの方が理解しやすい表現

になっていて利用しやすいことも分かりました。地理的分野でも，小学校の副教材の資料を参考にし

ました。

中学校１年生では授業開きに合わせて，地理，歴史，公民の各分野において，生徒たちが小学校で

はどのような学習(内容と方法)をしてきたのかを調べるようにしましょう。今後，校区の小学校教師

と連携を図り，生徒の既習内容を把握したり，意見交流をしたりしていくことが望まれます。

３ ＩＴを活用した授業実践

作業的・体験的学習の必要性は理解しつつも，時間がかかるので実践が難しいという教師の意見が

あります。地理的分野の事例で紹介したように，インターネットなどのＩＴを活用すれば，教材研究

や調査活動の時間が短縮でき，その分，作品制作や討論などの学習活動の時間が確保できます。

しかも，写真や動画，図表や音声による資料を扱った方が，社会的事象に対する関心が高まり，理

解も深まります。社会的な思考や判断をするための資料は，より新しく客観的で多様なものが適切で

す。近年，学校のＩＴ環境は急速に整備されています。教室にパソコンを持ち込んだり，視聴覚室や

コンピュータ室を使ったりして授業を進めましょう。

その際，セキュリティや著作権などを含めた情報モラルの指導についても，確実に行わなければな

りません。

４ 指導と評価の一体化

授業の工夫・改善と評価問題の工夫・改善はセットにして進める必要があります。その際，参考

になるのは，佐賀県学習状況調査の問題や県立高校学力検査問題です。このような問題を参考にし

て，単元テストや定期テストを工夫して作成し，結果を次の指導に生かすようにしましょう。

評価問題の研究の成果は，各学校や地区の研究会で共有化し，改善を進めて授業の質の向上につ

なげていきましょう。
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おわりに

中学校社会科研究委員会では，平成16年度の佐賀県学習状況調査結果より，生徒の社会科学習におけ

る課題及び指導方法改善の方法を探ってきました。研究実践を通して,本県中学校生徒の社会的な思考

力や判断力を高めるために，資料を活用して作業的・体験的学習に取り組む具体的なプランを提案する

ことができました。この研究紀要を参考にして，わずかな時間でも作業的・体験的学習に取り組む先生

が増え，社会的な思考力や判断力を中心として,本県生徒の社会科の学力が向上する一助になれば幸い

です。
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